
令和３年第５回清里町教育委員会会議 

 

１．開催年月日  令和３年 ８ 月２６日（木） 

 

２．開 催 場 所  清里町生涯学習総合センター会議室 

 

３．開会・休憩・閉会時刻 開会宣言１５時２０分 閉会宣言１６時２０分 

 

４．出席者は次のとおりです。 

職  名 氏  名 職  名 氏  名 

教 育 長 岸 本 幸 雄 職務代理者 福 田 一 成 

委 員 高 見 真由美 委 員 居 城 博 明 

委 員 宇都宮 弥 生   

 

５．欠席者は次のとおりです。 

 無 し 

 

６．遅刻者は次のとおりです。 

 無 し 

 

７．早退者は次のとおりです。 

 無 し 

 

８．出席した事務局職員は次のとおりです。 

職  名 氏  名 職  名 氏  名 

生涯学習課長 原 田 賢 一 生涯学習課参与 小 林 正 明 

学校教育Ｇ主幹 土 井 泰 宣 学校教育 G主査 原 田   了 

学校教育 G 主任 熊 谷 駿 佑 学校教育 G主任 中 川 広 樹 

 

９．会議に付した事件は次のとおりです。 

議案番号 件    名 

議案第１６号 令和４年度から使用する小学校教科用図書及び中学校教科用図書

の採択について 

議案第１７号 令和２年度清里町教育委員会点検・評価報告書について 

議案第１８号 令和３年度「全国学力・学習状況調査」調査結果の取り扱いについ

て 

 

 

１０．議事の経過 

 別 紙 

  



 

第５回清里町教育委員会会議 議事録 

令和３年８月２６日（木） 

議 長  ただいまから、令和３年 第５回 清里町教育委員会会議を開催いた

します。 

 ただいまの出席委員は ４名です。 

 清里町教育委員会会議規則 第６条により 本会議が成立しているこ

とを認めます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

議 長  日程第１ 議事録署名委員の指名を行います。 

 議事録署名委員は、会議規則 第２４条第２項の規定により、 居城

委員 と 宇都宮委員 を指名します。 

  

議 長  日程第２ 議案第１６号 令和４年度から使用する小学校教科用図書

及び中学校教科用図書の採択について を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

説 明  ただいま上程されました、議案第１６号 令和４年度から使用する小

学校教科用図書及び中学校教科用図書の採択について、提案理由の説明

を行います。 

 

教科用図書の採択につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２３条第６号の規定により、清里町において令和４年度から使

用する小学校教科用図書及び中学校教科用図書の採択について、教育委

員会の議決を求めるものです。 

 採択地区市町村教育委員会では、都道府県教育委員会からの指導等を

受けて、各教科書の内容を調査・研究し、選定委員会を経て、１教科に

つき１種類の教科書を採択いたします。 

 採択地区の設定については、別添資料の義務教育諸学校の教科用図書

の無償措置に関する法律第１２条で、都道府県教育委員会が採択地区を

設定することとなっております。 

本町につきましては、オホーツク管内の市町村で構成する第９地区教科

用図書採択教育委員会協議会に所属しております。 

教科用図書の採択につきましては、法律第１３条の４項に基づき、採択

地区が２以上の市町村の区域を合わせた地域であるときは、地区内で同

じ教科書を採択しなければならないと定められております。 

また、同法第１４条において、政令で定める期間として、原則４年間は、

毎年度、種目ごとに同一の教科書を採択することと定められており、小

学校では令和元年度に採択された教科書を令和２年度から使用してお

り、令和４年度も同じものを使用します。 

中学校では令和２年度に採択された教科書を令和３年度から使用してお

り、令和４年度も同じものを使用します。 



それでは、議案書をおめくりいただき、別紙をごらんください。 

令和４年度から使用する教科用図書について、１が小学校、２が中学校、 

次のページの３が小中学校の特別支援学級で使用するものとして、採択

する教科書です。 

 それぞれ、教科名の下に発行者名を略称で記載しております。正式名

称は、下の注意書きのとおりです。 

１．小学校については、今年度と同じ教科書になります。 

２．中学校についても、今年度と同じ教科書になります。 

３．特別支援学級で使用する教科書については、昨年まで採択されてい

た教科用図書(一般図書)に、記載の図書が新たに加えられております。 

 第９地区におきましては、記載の図書が採択されておりますので、本

町におきましても同様に、小学校中学校ともに昨年と同様のもの、特別

支援学級については昨年まで採択されていた図書に新たに選定した図書

を加えたものについて、採択することとなります。 

 なお、教科書採択の方法並びに第 9 地区採択協議会の協議結果をお手

元にお配りしておりますのでご覧ください。 

 

 以上で、議案第１６号の提案理由の説明を終わります。 

議 長  これから質疑を行います。 

各委員  （質疑なし） 

議 長  質疑なしと認めます。 

 議案第１６号 令和４年度から使用する小学校教科用図書及び中学校

教科用図書の採択について を採決します。 

 本件について、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

各委員  （異議なし） 

議 長  異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１６号 令和４年度から使用する小学校教科用図

書及び中学校教科用図書の採択について は、原案どおり決定されまし

た。 

  

議 長  日程第３ 議案第１７号 令和２年度清里町教育委員会点検・評価報

告書について を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

説 明 ただいま上程されました、議案第１７号 令和２年度清里町教育委員

会点検・評価報告書について、提案理由の説明をいたします。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に基

づき、教育委員会は、毎年、その権限の属する事務の管理及び執行の状

況に関する点検報告書を作成し、議会に提出し、公表することと定めら

れております。 

それでは、別冊資料に基づき、説明いたします。 

１Ｐの１、はじめにの（１）は本報告書の趣旨でありまして、教育行



政の管理及び執行状況について、点検・評価を行い、その結果を議会に

提出し、公表することが義務付けられたことから、報告書を作成し、公

表するという内容であります。（２）点検評価の対象は、令和元年度清里

町教育行政執行方針に掲げている主な事業について行うものです。（３）

点検・評価の流れにつきましては、「教育委員会会議の活動状況」等につ

いて点検するとともに、令和元年度の教育委員会の主な事業について点

検・評価した結果について、客観性を確保するために学識を有するもの

からの意見聴取しております。 

なお、１Ｐの下に、根拠となる法律の抜粋を四角の枠内に掲載してお

ります。 

２Ｐからは教育委員会の活動状況で、２の（１）教育委員会会議の開

催状況及び審議状況について４月２４日から４Ｐ、３月２６日まで、教

育委員会会議が計８回、教育委員会協議会が計１２回開催されておりま

す。 

４Ｐの（２）は教育委員会会議の項目別点検でありまして、項目ごと

の件数をまとめております。 

付議された案件のうち、報告事項とその他を除きまして、件数が最も

多かったのは、法令又は条例に基づく委員の任命（委嘱）に関すること

が１０件、学校教育または社会教育に関する一般方針を定めることと、

規則その他規程の制定及び改廃に関することがそれぞれ９件、続いて、

教育予算その他議会の議決を経るべき事件の議案についての意見の申出

に関することが８件などとなっております。 

５Ｐの（３）は、教育委員の皆様の、教育委員会会議及び協議会以外

の活動状況です。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、各種事業が中止

もしくは簡素化されたことから、文化賞・スポーツ賞授賞式並びに２回

の総合教育会議への出席の３件となっております。 

（４）は、教育委員会関連委員会の活動状況を記載しておりまして、

①清里町社会教育委員兼生涯学習総合センター運営審議会が５回、②ス

ポーツ推進委員会は会議開催が７回、事業実施がわんぱくジュニアクラ

ブの１回、②教育支援委員会が１回、③総合教育会議が２回、④学校運

営協議会が２回開催されるなどの活動が行われております。 

７Ｐからは、令和２年度清里町教育行政執行方針に基づく事業の内容・

成果 

さらに事業の点検結果について記載しております。（１）の総評に記載

のとおり、令和２年度事業につきましては、新型コロナウイルス感染症

への対応影響により、中止や縮小せざるを得ない事業がありました。 

（２）の事業の点検につきましては、７Ｐ～１２Ｐまでが学校教育の

推進についてで、①幼児教育の振興、②小中学校教育の充実、１１ペー

ジ③高等学校教育の振興について、事業ごとに目的、取組実績、成果等

を記載しております。 

１３Ｐからは社会教育の推進についてで、①子どもの自立を支援し、

社会性を培う幼少年教育の充実が「子育てを考えるつどい」から、１７



Ｐの「ひよっこクラブ」まで、②生きがいと活力あるまちを創造する生

涯学習の推進が１７Ｐの「清里みらい塾」から、２２Ｐの「本の宅配サ

ービス」まで、③健康で心豊かな生活を実現する生涯スポーツの推進に

ついてが２３Ｐの「さわやか健康講座」から、２５Ｐの「各種ウインタ

ースポーツ教室の開催」まで、④まなびの輪を広げるための学習環境の

整備が２６Ｐ、子どもの豊かな心を育む読書環境の充実が２７Ｐとなっ

ており、項目ごとに目的、取組実績、成果等を記載しておりますが、項

目ごとの説明は省略させていただきます。 

２８Ｐからは、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第

２項の規定に基づく外部評価として、８月２４日に、元北海道清里高等

学校長の藤森忠雄氏に、意見を聴取し、総合評価を行っていただいた内

容を記載しております。 

（３）主な意見といたしましては、①教育委員会活動については、「教

育を取巻く環境変化に対応し、迅速に審議され、その機能を果たしてい

る」また、「新型コロナウイルス感染症の影響により、教育の実態把握の

機会が減り、苦慮されている」、さらに、「総合教育会議を通じて町長と

教育委員が本町の教育課題や目指すべき姿を共有し、効果的に教育行政

が推進されている」などの意見をいただいております。 

②点検・評価報告書については、「事業実施にあたり教育委員会会議等

での意見を取り入れたなか実施されており、次年度の取組みに向けた自

己評価がなされている」とされています。 

学校教育においては、「私立幼稚園対する支援や認定こども園の整備に

向けた準備」「ＧIGA スクール構想や小学校の大規模改修、教育支援専門

員や特別支援教育支援員の配置などの学習環境づくり」が行われており、

今後さらなる充実が図られることを期待するといった意見をいただきま

した。 

また、清里高校に対する支援については、真に生徒が学びたい教育内

容の構築やそのための環境整備に対する支援が推進されることを期待す

るという意見をいただきました。 

社会教育においては、新型コロナウイルス感染症の影響により中止や

縮小された事業がありますが、世代ごと、分野ごとの学習機会の提供さ

れており、今後もより実践的な学習が推進されることを期待するといっ

た意見をいただきました。 

また、読書活動については、図書館における蔵書の充実や図書館だよ

り等による住民への情報提供、司書の学校派遣が行われており、今後と

も図書館の利用促進と、子どもの活字離れが進まないようさらなる事業

展開を期待するといった意見をいただきました。 

生涯スポーツについては、住民の健康づくりや疾病予防の観点から、

年齢層に応じた各種教室が積極的に行われており、今後は、老朽化して

いる体育施設の年次的な修繕を行いながら、なお一層住民の健康づくり

に寄与する事業展開を期待するとのことでした。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、計画どおりに事業を実施で

きなかった部分もありますが、感染防止に十分配慮した事業が展開され



ていること、このような時であるからこそ求められる活動、そして ICT

を活用した事業展開の必要性について言及され、次代のニーズに即した

活動を期待するとされています。 

（４）総合評価としましては、各施策の目的や目標の達成に向け、柔

軟かつ積極的な教育行政の推進と教育委員会組織の活性化に向けた努力

を期待するとの意見でした。 

また、新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない困難な状況が続

く中、学校教育、生涯学習の機会確保に努めるよう意見をいただきまし

た。 

３１Ｐからは参考として、令和２年度清里町教育行政執行方針を添付

しております。 

なお、この点検評価報告書は、このあと、９月定例町議会に提出し、

併せて、清里町のホームページに掲載し、町民に公表するものでありま

す。 

 

以上で、議案第１７号の提案理由の説明を終わります。 

議 長  これから質疑を行います。 

各委員  （質疑なし） 

議 長  質疑なしと認めます。 

 議案第１７号 令和元年度清里町教育委員会点検・評価報告書につい

て を採決します。 

 本件について、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

各委員  （異議なし） 

議 長  異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１７号 令和元年度清里町教育委員会点検・評価

報告書について は、原案どおり決定されました。 

  

議 長  日程第４ 議案第１８号 令和３年度「全国学力・学習状況調査」調

査結果の取り扱いについて を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

説 明  ただ今上程されました議案第１８号 令和３年度「全国学力・学習状

況調査」調査結果の取り扱いについて提案理由の説明を致します。 

  

 次のページ、別紙をご覧ください。 

令和３年５月２７日実施の「全国学力・学習状況調査」の結果等につい

て、下記のとおり取り扱うこととするものであります。 

昨年と同様、学校間の過度な競争を避けること、さらには、地域の特殊

性やプライバシー等に配慮する観点から、以下のとおりといたします。 

 

１ 町全体の状況の公表については、小学校並びに中学校の結果につい

て、平均正答率の数値を除き公表することとする。なお、個人情報が特

定される恐れがあるときは公表しないこととする。 



 

２ 公表の方法につきましては、町全体の状況をグラフ等により国・道・

管内と比較・分析するとともに、平均正答率については、国・道・管内

との比較を数値以外の文言で表現する。 

また、質問紙調査の結果や現在の学力向上の取組み、今後の改善方策等

を示す。 

 

３ 「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載につきましては、

北海道教育委員会が作成する令和３年度全国学力・学習状況調査「北海

道版結果報告書」に清里町の結果資料を掲載することについて同意する。 

 

４ 文部科学省が示すガイドラインに基づく個票データの貸与につきま

しては、文部科学省が策定している「全国学力・学習状況調査の個票デ

ータ等の貸与に係るガイドライン」に基づく個票データの貸与について

同意する。 

 ただし、貸与データの研究等の成果の公表に当たって、特定の個人、

学校又は設置管理者が第三者に識別される場合にあっては同意しない。 

としております。 

 

 以上、調査結果につきましては数字ではなく文言で表現されるととも

に、北海道教育委員会が発行する北海道版結果報告書に清里町の結果を

掲載することや、文部科学省のガイドラインに基づくデータの貸与につ

いて同意するものです。 

 

なお、北海道版結果報告書への掲載は、今後、道教委と協議し、清里

町としての掲載内容を決定した上で行われることとなります。 

さらに、町広報により町内にも公表いたします。 

  

  以上で、議案第１８号の提案理由の説明を終わります。 

議 長  これから質疑を行います。 

各委員  （質疑なし） 

議 長  質疑なしと認めます。 

 議案第１８号 令和３年度「全国学力・学習状況調査」調査結果の取

り扱いについて を採決します。 

 本件について、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

各委員  （異議なし） 

議 長  異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１８号 令和３年度「全国学力・学習状況調査」

調査結果の取り扱いについて は、原案どおり決定されました。 

  

議 長  本会議に付された案件は、以上で終了いたしました。 

 これで、本日の会議を閉会いたします。 



 


